
  

複数業務要因災害における脳・心臓疾患の認定について 

 

令和２年７月１７日 

脳・心臓疾患の労災認定の基準に関する専門検討会 

 

 

・ 複数業務要因災害においても、「脳血管疾患及び虚血性心疾患等（負傷に起因

するものを除く。）の認定基準」（平成 13 年 12 月 12 日付け基発第 1063 号別添。

以下「認定基準」という。）に基づき、過重性の評価に係る「業務」を「複数業務」

と解した上で、労災保険給付の対象となるか否かを判断することが適当である。 

 

・ 複数業務要因災害について、認定基準に基づき、複数業務による過重負荷を

評価するに当たっては、次のとおり運用することが適当である。 

①「短期間の過重業務」及び「長期間の過重業務」について、労働時間を評価す

るに当たっては、異なる事業場における労働時間を通算して評価する。 

具体的には、 

・ 「短期間の過重業務」について、異なる事業場における労働時間を通算

し、業務の過重性を評価する。 

・ 「長期間の過重業務」について、異なる事業場における労働時間を通算

し、週 40 時間を超える労働時間数を時間外労働時間数として、業務の過重

性を評価する。 

    

② 「短期間の過重業務」及び「長期間の過重業務」について、労働時間以外の

負荷要因を評価するに当たり、異なる事業場における負荷を合わせて評価する。 

 

③ 「異常な出来事」については、これが認められる場合には、単独の事業場に

おける業務災害に該当すると考えられることから、一般的には、異なる事業場

における負荷を合わせて評価する問題は生じないと考えられる。 

 

 

※ 実際の労災請求事案の審査に当たっては、まず、業務災害に該当するか

否かを判断した上で、これに該当しない場合に、複数業務要因災害として

労災保険給付の対象となるか否かを判断していくこととなるものです。 

 


